
委託業務の契約保証について 

 

 

１  受託者は、この契約の締結と同時に、次の各号のいずれかに掲げる保証を付さなければ 

ならない。ただし、第５号の場合においては、履行保証保険契約の締結後、直ちにその保 

険証券を発注者に寄託しなければならない。 

(1) 契約保証金の納付 

(2) 契約保証金に代わる担保となる発注者が認める有価証券等の提供 

(3) この契約による債務の不履行により生ずる損害金の支払いを保証する銀行又は発注者

が確実と認める金融機関等の保証 

(4) この契約による債務の履行を保証する公共工事履行保証証券による保証 

(5) この契約による債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約の締結 

 

２  １の保証に係る契約保証金の額、保証金額又は保険金額は、委託金額の10分の１以上とし

なければならない。 

 

  ３ 過去２箇年の間に国(公団等を含む。)又は地方公共団体と種類及び規模をほぼ同じくする契約を

数回以上にわたって締結し、これらを全て誠実に履行し、かつ、契約を履行しないこととなるお

それがないと認められる場合、契約保証金の納付を免除することができる。 

 

 

 

  

 


